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国士舘大学大学院 救急システム研究科（修士課程）  

第 Ⅲ 期 入学試験 

試験科目名：専門科目（１年コース）  

 

問１． 医師の働き方改革、少子高齢化、救急搬送件数の増加などを背景に、我が国の救急医療体制は転換期を

迎えている。これらの社会的変化が救急医療体制に与えている影響を 5 つ挙げ、簡潔に説明せよ。 

 

 

 

 

 

問２． 令和 3 年 10 月の救急救命士法改正以降、救急救命士の活動範囲は拡大している。現在の救急救命士

制度の課題を 2 つ挙げ、それぞれについて 今後の制度設計の方向性を述べよ。 

 

 

 

 

 

問３． 救急医療における制度上の課題を 1 つ挙げ、その改善策を具体的に述べよ。 

 

 

         

   

   

   

問４． 地域包括ケアの推進や在宅医療の拡充に伴い、救急医療と地域医療の連携が重要となっている。  

救急救命士の専門性を活かした地域連携のあり方について、制度面および実装上の課題を含めて論ぜよ。 

 

 

 

 

 

 

問５． 別紙１の英文抄録を読み、以下について簡潔に記せ。 

1）研究の目的  

2）方法および主な結果  

3）本研究の知見を日本の救急医療制度改善または質改善活動にどのように活用できるか 
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■出題の意図 

問１． 医師の働き方改革、少子高齢化、救急搬送件数の増加などを背景に、我が国の

救急医療体制は転換期を迎えている。これらの社会的変化が救急医療体制に与えている

影響を 5 つ挙げ、簡潔に説明せよ。 

■出題の意図 

・社会構造の変化を救急医療体制と結びつけて説明できるか 

・現象の列挙ではなく「影響」として整理できるか 

・制度的視点を持っているかを評価 

 

問２． 令和 3 年 10 月の救急救命士法改正以降、救急救命士の活動範囲は拡大してい

る。現在の救急救命士制度の課題を 2 つ挙げ、それぞれについて 今後の制度設計の方

向性を述べよ。少子高齢化、救急需要の増大、医師偏在を背景として、我が国の救急医

療体制は大きな転換期を迎えている。現在の救急医療体制が抱える構造的課題を 5 つ挙

げ、それぞれ簡潔に説明せよ。 

■出題の意図 

・法改正の理解を前提に、課題を抽出できるか 

・制度設計の方向性まで言及できるか 

・単なる知識ではなく構造的理解を評価 

 

問３． 救急医療における制度上の課題を 1 つ挙げ、その改善策を具体的に述べよ。 

■出題の意図 

・制度課題を設定できるか 

・改善策が具体的か 

 

問４． 地域包括ケアの推進や在宅医療の拡充に伴い、救急医療と地域医療の連携が重

要となっている。救急救命士の専門性を活かした地域連携のあり方について、制度面お

よび実装上の課題を含めて論ぜよ。 



■出題の意図 

・地域包括ケアとの接続理解 

・多職種連携の視点 

・制度面と実装面の両方を考えられるか 

 

問５． 別紙１の英文抄録を読み、以下について簡潔に記せ。 

1）研究の目的 

2）方法および主な結果 

3）本研究の知見を日本の救急医療制度改善または質改善活動にどのように活用できる

か 

■出題の意図 

・研究構造の理解（目的・方法・結果） 

・地域格差の概念理解 

・制度改善への応用力 

 

■採点のポイント 

問 1【20 点】 

模範解答 

・医師の働き方改革により、夜間救急体制の維持が困難となり、救急受入制限が生じてい

る。 

・高齢化の進展により救急搬送件数が増加し、慢性疾患患者の救急利用が増えている。 

・医療資源の地域偏在により、地方では三次救急体制が脆弱化している。 

・軽症患者の救急利用増加により、救急医療の負担が増大している。 

・救急搬送の長時間化が生じ、現場滞在時間や病院選定時間が延長している。  

 

問 2【20 点】 

模範解答 

課題①：医療機関所属救急救命士の役割が明確でない 

→ 方向性：業務範囲と責任体制の明確化、標準的ガイドライン策定 

 

課題②：地域ごとに処置運用や質管理体制に差がある 

→ 方向性：全国統一の質評価指標の導入 

 

課題③：教育体系が拡大業務に十分対応していない 



→ 方向性：大学院教育や継続教育の充実 

 

問 3【20 点】 

模範解答 

制度課題：地域間で OHCA の救命率に差があること。 

改善策：バイスタンダーCPR 普及活動および救急隊への HP-CPR 研修の強化。 

 

問 4【20 点】 

 模範解答 

救急救命士は、在宅医療や介護施設との連携を強化することで、不要不急搬送の抑制や適

切な医療資源配分に貢献できる。 

制度面では、業務範囲の整理や情報共有の法的整備が必要である。 

実装面では、多職種との役割分担の明確化と情報共有体制の構築が課題となる。 

 

問 5【20 点】 

模範解答 

1）目的 

日本における OHCA の生存率の地域差を検討し、その関連要因を明らかにすること。 

2）方法・結果 

全国 Utstein レジストリを用いた後ろ向きコホート研究であり、都道府県間で神経学的良

好転帰に有意差が認められた。バイスタンダーCPR 率や除細動までの時間が関連してい

た。 

3）応用 

地域ごとのデータを分析し、CPR 普及や EMS 体制改善を重点的に行うことで、地域間格

差の是正が期待される。 

 


